マシン名　　　　タタミ返し
メンバー　リーダー高橋、植木、上野、三上
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出場した大会　B予選

結果　1本目　動かなかった（電池切れ）

　　　2本目　場外落下

　　　3本目　場内で故障　　B予選敗退（記録なし）

マシンの様子

全体　モータが４つ積まれるということで小型化、軽量化を重視して作りました。その結果、バッテリー込みで重量3200gを切ることに成功しました。大きさも長さ、幅、高さそれぞれ（後で調べておく）と、今大会RURが出したマシンのなかで一番小型でした。

しかし小型化には成功したものの、脚機構を守るカバーと本体を繋ぐところと、脚が干渉してしまったり、アーム機構のギアが脚機構のモータと干渉していたりと、大変な問題が組み立てている段階で発見されて後から修復することになってしまい、設計図とは異なる形になってしまいました。

脚機構　

二枚脚のスライダークランクの脚機構を採用しました。この脚のスライダーの長さが必要な長さよりも短く設計されていたため、目分量で削って長くすることになってしまいました。さらに脚に被せるカバーが脚に接触してしまうことが大会二日前に分かり、脚カバーの外側から補強する構造にしたので、設計図から大きく異なる外見になってしまいました。
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アーム機構　

　去年のカワサキ大会のビデオを見て、ドーザー型が強そうだ、とチームで一致し、今回の機体はアーム部分をドーザー型にしました。
　モーターはRS－380を二つ使用し、左右同じ位置に設置して、双発にしました。
　アームの機構はスライダークランク。最初は前後60mm運動する予定でしたが、本体と接触したことにより、さらに短くしました。
　ドーザーの部分は、本番はアルミを、B予選では段ボール版を使用することにしました。
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反省すること

· 設計するときに干渉域の確認がしっかり出来ていなかった

· 練習不足

· 設計時にギアボックスの穴の方向を間違えた。

· ギアの比率を間違えた。

· 本体とアームの連絡が取れていなかった。

メンバーの感想

上野

組み立ての計画をきちんと立てていなかったため、大会当日の朝にマシンが完成し、走行練習がほとんど出来なかったのが残念です。あと、設計も干渉域が全然考えられていなくて、組み立ての途中で気付いて変更した部分が多々あったこともあり、来大会までに反省しておかなければならないことがたくさん出来た大会でした。

植木

　アームを軽く考えていて、最初は段ボールで組み立てようとしていました。本番に出場できず、アルミのアームが作れなかったことが残念です。
三上　

　アームの作成を遅くに始めてしまったため、本体との位置がずれてしまい直前になって設計をやり直すことになってしましました。来大会ではこのようなミスは起こさないように努めたいと思います。

　

高橋

　皆さんお疲れ様でした。来年は絶対優勝したいと思います。

